




Chemical Researches on the River Groups of the Kuzury百 (111)
Changes in the Arnount of Chernical Ingredients of the River Waters in 
the Kuzuryii， Throughout its Streaming Course 
Tatsuo YONEKUBO， Iwao TAKASE 
The chemical ingredients， e. g.， calcium， magnesium， iron， chlorine， silica， etc. in the 
river waters of the Kuzuryii， were measured at the various places in the streaming course. 
The changes of the ingredients pertaining to the streaming course were discussed. 
The content of each ingredient generally increased from upper to lower stream， except 
iron， silica， and sulphate. 
The water quality was very good down to No. 7 place. But from No. 9 place it was 
fairly spoiled by the conflux of a big branch， the Hino， and at No. 11 place， it was much 
spoiled by the invation of sea water. 
Calcium contents have a definite relation both to pH and to magnesium contents. 
要旨 九頭竜川本流の全流程中， 10個所について，その河水成分を調査測定し，流程による変
動の状態について考察した。


























水成分量がその流程中に変動してゆく状 r--ー~ 主沢 1 
況を知るため，全流程中10箇所を選んで LJ Á. ~ι f" 十
採水し，前報同様の各項目について調査 A母 子叫 | 
研究し，その結果について考察した口











































































































































































































































































































九頭竜川水系の化学的研究 (第3報) 169 
と思われる。
マグネVヲム1.0-65. 4 ppm， r=650 







硝酸分:源流で最も少し流下するに従い緩やかに上昇して No.11 ~乙到っている D 真名川の合
流後 No.4で急増しまた減少するのは打波打]，真名川の影響が考えられる D その後援やかな増大を
示すが， No.11でもあまり多くなってはいない。











































硫酸分 1.4--61ppm， r=44~ 
源流へ石撤白川が合流後かえって減少しているがとれはこの支流の硫酸含有量が比較的少い乙と
から理解できるo 打波川合流後の No.3で一時急増する理由は不明であるが， No.4以後かなり急
増する理由は生活あるいは施肥等の人為的条件の影響であろう o No.11ではやはり海水の影響を
受けて著しい急増を示している口




























































は蒸発残分とほぼ平行して増大するわけで，第2 ，__ _'¥ 8 (ppm) B 
報の各支流の場合には，みられなかったことであ









マグネνワムとカノレVワム量の聞には，やはり 6 品 川

















考察した。 (No.1)下半原，朝日，西勝原， 下荒井，鳴鹿橋，舟橋，中角7 No. 8)原楢原， 江
上，木部新保， (No. 11)三国新保橋。ただし No.8だけは日野川の区域にあるo
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